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KIRPについて
　京都地域未来創造センター
（KIRP）は、京都府立大学の
「知」を活かし、地域の未来を
創るための拠点として発足した
地域に向けた総合窓口です。共
同研究、受託研究等に関するご
質問、ご相談があればお気軽に
お問い合わせください。

Tel  : 075-703-5390              
Fax : 075-703-4979 
mail : kirpinfo@kpu.ac.jp 
HP：http://www.kpu.ac.jp/

〒606-8522　　　　　　　　　
京都市左京区下鴨半木町1−5 
稲盛記念会館 １階
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ポートランド州立大学パブリックサービス研究・実践センター主催　　　　　　 

Kyoto Institute for Regional Prospects

本センターの国際協定締結先であるアメリカのポートランド州立大学公共サービス研究・実践
センター（CPS: Center for Public Service）が毎年、日本からの研修生を現地で受け入れて行
なっている「まちづくり人材育成プログラム（通称、JaLoGoMa: Japanese Local Governance 
and Management Training Program）」が、今年度はCOVID-19の影響でオンライン（E-
JaLoGoMaとして）開催されました。本センターからは、川勝健志（センター長、公共政策学部
教授）と鈴木暁子コーディネーターがCPSのスタッフとして、藤原茂樹企画調整マネージャー（公
共政策学部准教授）が参加者の一員として参加しました。 
JaLoGoMaは例年、現地で１週間の連続したプログラムが実施されますが、今年度は8月8日

から29日までの期間、毎週土曜日に9:00~12:00までオンライン（Zoom）で実施されました。参
加者が事前に配信されるオンデマンド学習教材で「全米一住みたいまち」として知られるポート
ランドのまちづくりの背景知識や現地実践者へのインタビュー映像等で得た学びに基づいて、週
末のオンライン・プログラムでグループディスカッションを行うというものです。 
全国から行政職員、議員、民間事業者、地域活動の実践者、大学教員、学生・院生など、64

名の参加者に加え、25名のボランティアスタッフがオンラインで集まり、毎週時間が足りなくな
るほど活発な議論が交わされました。 
当初はまさか海外研修プログラムである

JaLoGoMaがオンラインで開催できるとは思い
もしませんでしたが、CPSのコアスタッフによ
る手厚いサポートによって、大変有意義なプロ
グラムとなりました。これからオンライン手法
を活用したセミナーや各種プログラム等を検討
している本センターとしても学ぶことの多い貴
重な機会となりました。【文責：川勝 健志（セ
ンター長、公共政策学部教授）】 

まちづくり人材育成プログラム2020 
「人が育てた、住み続けられるまちづくり～ポートランドとSDGs～」

日程：2021 年 8月 22 日（日）  ～  27 日（金 )
2021年夏季プログラムのご案内

場所：ポートランド州立大学
費用：約＄2300 ( 渡航費・宿泊費除く）

西芝雅美
JaLoGoMaプログラム・ディレクター
ポートランド州立大学（PSU)
ハットフィールド大学院　行政学部
学部長・教授
パブリック・サービス研究・
実践センター副所長

対象者
行政職員、市町村、議会議員、NPO、大学研究者、
大学院生、民間企業など、住民主体のまちづくりに関心の
ある方

・住民主体のまちづくりを行っていくための概念的な枠組
みを確立する
・効果的な市民参加の基本原則を理解する
・イノベーティブ（革新的）な問題解決方法を理解する
・パートナーシップとネットワーク作りのために必要な
スキルと知識を身につける
・自分の立ち位置からのリーダーシップについて理解し、
発揮する

プログラムのねらい

ポートランド市は、人口約 65 万人の、アメリカオレゴン州最大の都市で、豊か
な自然と農業やハイテク産業等の活力ある地域産業の隆盛により人口が増加し続
けています。その中で、行政が積極的に住民を巻き込みながら住民主体のまちづ
くりを行ってきた結果、「全米一住みたいまち」と呼ばれるようになりました。
しかし、表面的なデザインや景観を視察するだけでは、その本質を知ることはで
きません。大切なことは、まちづくりを担う市民一人ひとりの考え方や姿勢にあ
ります。

主催者について

2020 夏 E-JaLoGoMa の様子

当プログラムを主催するポートランド州立大学ハットフィールド行
政大学院パブリックサービス実践・研究センター（CPS) は 40年以
上にもわたり、教授陣がコミュニティと協働して地域の課題解決に
取り組んできました。CPSでは、地域で課題解決ができる人材育成
のために、特に公共部門や非営利団体で解決する方々に対する教育
プログラムを提供してまいりました。

当プログラムでは、ポートランドで進行中の具体的な事例を取り上げ、コミュニティリーダーシップ、イノベーション、住民主
体のガバナンスをキーワードに、ポートランドでのまちづくりのプロセスを学びながら、それぞれのまちづくりに活かせる実践
力を身に付けることを狙いとしています。参加者は、日本とポートランドの共通点や相違点を分析し、住民体のガバナンスの理
想的なあり方を検討していきます。
本年度のプログラムでは SDGs に掲げられる「住み続けられるまちづくりを（Goal11）」及び「平和と公正をすべての人に
(Goal16)」の 2つの Goal を中心に、ポートランドのまちづくりの取り組みがどのように SDGs の目標達成につながったのかを検
証していきます。
また、オンラインでの開催にあたり、2つのプロセスを通じて参加者の学びを深めていただく予定です。
１．平日：JaLoGoMa のエッセンスを盛り込んだオンライン教材・配布資料による自習
２．隔週土曜：現地講師陣によるセッション・事前学習を踏まえたディスカッション等（プログラムは Zoomを使用して行います。）

1月中旬

（日本時間）

～ ～ ～1月23日（土） 2月6日（土） 2月20日（土）
オンライン
教材の提供

事前学習
＋

オリエンテーション
事前学習 事前学習ZOOM

セッション１
ZOOM

セッション２
ZOOM

セッション３

※内容は変更する場合がございますのでご了承ください。

プログラム参加者に期待される学習効果

詳細は大学ホームページにてご確認ください。 HP: https://sites.google.com/view/jalogoma-psu
お問い合わせ：CPSJAPAN@pdx.edu
日本語でのお問い合わせ可能

全米で最も住みやすいまちと言われるポートランドでは、住民主体のまちづくりをコツコツと実施してきた結果、国
連の SDGs( 持続可能な開発目標 ) の実現につながっています。
過去 16 年間にわたりポートランドを舞台に開催してきた「まちづくり人材育成プログラム」では、日本から数多く
の産学官の参加者を受け入れ、ポートランドに根付く住民主体のまちづくりの現場を体感してもらい、ディスカッショ
ンを通して「まちづくり」を考え直すきっかけを提供してきました。
COVID-19 の世界的な流行を踏まえ、今年度は夏の E-JaLoGoMa に引き続き、ポートランドと日本をオンラインでつ
なぎ、「E-JaLoGoMa (Experi-ence Portland while in Japan - Japanese Local Governance and Management)」と題して、
「日本にいながらポートランドのまちづくりを学ぶ」オンラインプログラムを開催します。SDGs を切り口に、住民主
体のまちづくりを行っていくための概念的な枠組み、効果的な市民参加の在り様、またそれに必要なイノベーティブ
( 革新的 ) な方法等について、オンライン学習や現地のキーパーソンを交えたオンライン・ディスカッションなどを
通じて学んでいただける内容となっています。ポートランドの「今」を体感し、この機会に自分のまちづくりの方向
性を考えてみませんか。

まちづくり x ポートランド = SDGs

日程：2021年 1月23日（土）・2月6日（土）・2月20日（土)
　プログラム期間中、自主勉強会等を通じて参加者同士のネットワーキングを奨励します。

時間：午前9時～正午（日本時間）

場所：ZOOMオンラインセッション
定員：50 名程度　定員に達し次第締め切らせていただきます。

費用：$600

※通訳が付くため英語力は問いません。

※参加必須の事前オリエンテーション。1/16,（土）、1/17（日）、1/20（木）
午前 9時～10 時（日本時間）。希望の時間 30 分をお選びいただけます。

E-JaLoGoMa
2021 Winter Online Session
「人が育てた、住み続けられるまちづくり～ポートランドと SDGs～」

Japanese Local Governance and Management Training Program

まちづくり人材育成プログラム

隔週土曜日３回
メインセッション

+
過去16年にも及ぶ

JaLoGoMaネットワーク
ご好評につき、

2021年冬にも開催決定！
第２回 E-JaLoGoMa 
オンラインプログラム

 夏のE-JaLoGoMaに引き続き、冬も同様のプログラムを開催します。
SDGsを切り口に、住民主体のまちづくりを行っていくための概念的な
枠組み、効果的な市民参加の在り様、またそれに必要なイノベーティブ
(革新的) な方法等について、オンライン学習や現地のキーパーソンを
交えたオンライン・ディスカッションなどを通じて学んでいただける内

容となっています。ポートランドの「今」を体感し、この機会に自分のまちづくりの方向性を考え
てみませんか。 

詳細はこちらから▶https://sites.google.com/view/jalogoma-psu 
※京都地域未来創造センターではCPS主催のまちづくり人材育成プログラムの広報に協力しております。 

冬プログラム参加者募集のご案内（2021/1/23・2/6・2/20）

詳細は大学ホームページにてご確認ください。 HP: https://sites.google.com/view/jalogoma-psu
お問い合わせ：CPSJAPAN@pdx.edu
日本語でのお問い合わせ可能

全米で最も住みやすいまちと言われるポートランドでは、住民主体のまちづくりをコツコツと実施してきた結果、国
連の SDGs( 持続可能な開発目標 ) の実現につながっています。
過去 16 年間にわたりポートランドを舞台に開催してきた「まちづくり人材育成プログラム」では、日本から数多く
の産学官の参加者を受け入れ、ポートランドに根付く住民主体のまちづくりの現場を体感してもらい、ディスカッショ
ンを通して「まちづくり」を考え直すきっかけを提供してきました。
COVID-19 の世界的な流行を踏まえ、今年度は夏の E-JaLoGoMa に引き続き、ポートランドと日本をオンラインでつ
なぎ、「E-JaLoGoMa (Experi-ence Portland while in Japan - Japanese Local Governance and Management)」と題して、
「日本にいながらポートランドのまちづくりを学ぶ」オンラインプログラムを開催します。SDGs を切り口に、住民主
体のまちづくりを行っていくための概念的な枠組み、効果的な市民参加の在り様、またそれに必要なイノベーティブ
( 革新的 ) な方法等について、オンライン学習や現地のキーパーソンを交えたオンライン・ディスカッションなどを
通じて学んでいただける内容となっています。ポートランドの「今」を体感し、この機会に自分のまちづくりの方向
性を考えてみませんか。

まちづくり x ポートランド = SDGs

日程：メインセッション：2021年 1月23日（土）・2月6日（土）・2月20日（土)
：サブオンラインディスカッション：２回

時間：午前9時～正午（日本時間）

場所：ZOOMオンラインセッション
定員：50 名程度　定員に達し次第締め切らせていただきます。

費用：$600

※通訳が付くため英語力は問いません。

※参加必須の事前オリエンテーション。1/16,（土）、1/17（日）、1/20（木）
午前 9時～10 時（日本時間）。希望の時間 30 分をお選びいただけます。

E-JaLoGoMa
2021 Winter Online Session
「人が育てた、住み続けられるまちづくり～ポートランドと SDGs～」

Japanese Local Governance and Management Training Program

まちづくり人材育成プログラム

隔週土曜日３回
メインセッション

+
サブオンライン

ディスカッション２回
ご好評につき、

2021年冬にも開催決定！
第２回 E-JaLoGoMa 
オンラインプログラム

開
催
報
告 

http://www.kpu.ac.jp/
https://sites.google.com/view/jalogoma-psu/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E8%A9%B3%E7%B4%B0?authuser=0
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　新型コロナウイルス感染症の影響により延期になっておりました、精華町で
の地域貢献型特別研究（ACTR）の成果報告会が、１０月１５日（木）に精華
町役場にて開催されました。 
　京都地域未来創造センターの研究員として昨年度まで中心となって調査をさ
れた精華町企画調整課の橋爪さやか主査や研究協力者である精華町の岩橋総
務部長、また、本研究の代表者である公共政策学部の川勝健志教授から『関
西学術研究都市建設と精華町～学研都市精華町の過去・現在・未来～』と題
した各々の視点からの報告をしていただきました。 
　限られた出席者のみでの開催でしたが、関西学術研究都市としての精華町の
取り組みを総括し、これからの展望と課題を深く考える報告会となりました。 

N
E

W
S 

報告会の様子▲▶︎

地域貢献型
特別研究N

OW 

2019ACTR報告会in精華町

「京都府希少農産物（城州白梅と京野菜）を絶滅危惧から脱却させるための食品
機能性実証と栽培マニュアル作成」 

生命環境学部農学生命科学科　森本 拓也 講師 

　京都府城陽市でのみ栽培されているウメ「城州白」は，果実が大きく芳醇な香りが特徴の希
少品種です。本研究課題では、「城州白」のブランド化や生産拡大に向けて、香気成分の分析
や食品機能性の評価、効率的な栽培技術の開発を進めています。今後は「城州白」の特徴を生
かした商品開発にも取り組んでいきたいです。 

「海と森の京都の融合による文化観光拠点の形成」                            
                文学部歴史学科　横内 裕人 教授 

・7/15　　  綾部市立上林小学校出前授業　上林寺・永勝寺・上林城など現地調査 
・8/20-21　 舞鶴市木船家文書調査 
・9/21-24　 綾部市君尾山光明寺・坂尾呂神社・室宇神社調査 
・9/26-27　 舞鶴市木船家文書調査 

  歴史学科では「森の京都」綾部と「海の京都」舞鶴でそれぞれACTRを続け
てきました。今年度の新ACTRは、地域の文化遺産に新しい光を当てるた
め、両地域の交流の歴史を地元の方々と一緒に探っています。綾部では上林小
学校とのコラボ授業で、児童が現地調査で大活躍です。舞鶴では地元の大庄屋
文書を舞鶴地方史研究会のみなさんと大学生が共同して調査しています。

「丹後半島における文化遺産の地域資源化に関する総合的研究」 
文学部歴史学科 　諫早 直人 准教授 

1981年、京丹後市湯舟坂2号墳から双龍環頭大刀をはじめとする大量の副
葬品が出土し、大きく報道されました。出土品は国の重要文化財に指定され、
京都府立丹後郷土資料館に大切に保管されています。現在、上記ACTRの一環
で、京丹後市、京都府立丹後郷土資料館とともに、発掘以来40年ぶりとなる古
墳や出土品の再調査をおこなっています。今後は調査で得られたデータをもと
に、地域に眠る貴重な文化遺産を「地域資源」として活用するための方策を地
域の皆さんと一緒に模索していく予定です。 

2019ACTR成果報告会   2020/10/15 @精華町 
2018～2019年度KIRP　橋爪さやか元研究員　報告(現：精華町職員) 

KIRPニュースレターにて本年度のACTRの調査研究の近況をお伝えしていきます！

地域貢献型特別研究（府大ACTR）の近況報告

＊ACTRとは？
ACTRは、Academic Contribution To Regionの略で、「地域に貢献する学術研究」を意味します。京都府内の
市町村、府内に立地する企業、NPO等から寄せられた地域課題の提案に基づき、本学教員とマッチングが成
立した研究に対して、学内外の審査員による審査会を経て決定しています。


